
ルクセンブルク経済・金融情勢（２０１８年８月） 

 

１ 統計関連 

● ２０１８年８月のインフレ率は年率で１．６２％（前月１．４６％）（９月５日付統計

局プレスリリース） 

● ２０１８年７月の失業率は５．５％（前月５．５％，前年同月６．０％）（８月２０日

付統計局及び職業安定所プレスリリース） 

● 当国中央銀行（ＢＣＬ）が当国の経済状況の観測を行い，実質ＧＤＰ成長率は本年３．

９％，来年３．６％になる可能性がある事を明らかにした。世界経済全体の成長が落ち着

く傾向が見られること，株式市場からの刺激が少ないことが原因。また，当国の消費者物

価指数は，エネルギー価格，子供に係る補助政策の変更等が原因で２０１７年半ばより少

しずつ鈍化。インフレ率は，本年は１．４％，２０１９年は１．８％になる予測。原油価

格のリバウンドに伴いインフレの鈍化は収まるため。なお，基調的なインフレ率（コア指

標）は，よりよい経済状況，より高い給与，そしてより輸入が多くなることから，歴史的

な数字の域に達しつつある，としている。（８月５日付 Luxembourg Times紙） 

 

● 消費者物価の上昇に従い，給与と年金が自動的に調整される当国の仕組み（「インデッ

クス制度」（indexation/indexregelung））の発動により，８月１日付で当国の給与及び年金

支給額が一律に２．５％上昇した。これに伴い，同日以降の最低賃金は２０４８．５４ユ

ーロ（時給１１．８４ユーロ）となった。（当館注：前回のインデックス制度発動は２０１

７年１月で，この時点で当国の最低賃金は月１９９８．５９ユーロ（時給１１．５５ユー

ロ）になっていた。）（８月１日付 Tageblatt紙） 

● 当国統計局は，当国で生活における最低限必要なニーズを満たしつつ，最低限の交友

なども可能にする，「一般的な生活（a decent life）」にかかる月あたりの費用を試算し，４

人家族（うち２人は１０代の子供）なら月４０７９ユーロ（うち１５４２ユーロは住宅費

（１００平方メートル，ただしルクセンブルク市外）），子供のいないカップルは月２７０

７ユーロ，１４歳の女子がいる母子家庭の場合は２７２４ユーロ，１０歳の男子がいる父

子家庭なら２６２１ユーロとした。いずれの場合も生活費で最もかかるものは住宅費であ

り，およそ収入の３分の１以上を占めているとしている。（８月２日付 Le Quotidien紙） 

● 当国統計局によれば，当国で働く越境労働者のうち，ベルギーからの越境労働者の平

均年間収入は５６，５３２ユーロ，ドイツからの越境労働者の平均年間収入は５３，９５

６ユーロ，フランスからの越境労働者の平均年間収入は４６，７５６ユーロである。（８月

２日付 Luxembourg Times紙） 

● ルクセンブルクからの越境労働者は１２，４９０人であるとされているが，実際に国

境を越えてフランス，ベルギー，ドイツで働いている越境労働者は１，４５１人のみであ

る。このほか越境労働者の８８％は，ルクセンブルク国内のＥＵ機関（欧州委員会，欧州



投資銀行，欧州司法裁判所，ヨーロピアンスクール等）或いは非欧州系の国際機関（欧州

航空航法安全機構，ＥＦＴＡ司法裁判所，ＮＡＴＯ保守整備補給機関等）に働いている人々

である。これらの国際機関及びＥＵ機関は治外法権を有しているため，そこで働く人々が

ルクセンブルクに住んでいたとしても，国外で働いているものとして計上されている。（８

月３日付 Le Quotidien 紙） 

● エネルギー価格の減少により，世帯用電気料金の価格が，年間４０００キロワット時

使用した場合，２０１６年の６７９ユーロから２０１７年は６４７ユーロに下がった。当

国は主な電力を輸入でまかなっており，ドイツから４３０２ギガワット時，フランスから

８８８ギガワット時，ベルギーから５３２ギガワット時を輸入している。なお，ベルギー

に対して５２ギガワット時の電力輸出も行っている。（８月７日付 Luxembourg Times 紙） 

● 欧州統計局によれば，当国における精肉の価格は欧州平均よりも４１％高く，当国は

欧州内で最も精肉価格が高い国となった。欧州全体ではオーストリア，デンマーク，スウ

ェーデン，フランス，ベルギー，ドイツ（順不同）などの計１２か国の精肉価格が平均価

格を超えた。一方でポーランドは平均よりも４３％下回った価格となっており，欧州内で

最も精肉価格が安い国となった。２０１５年，当国における農産業に従事している人口は

総労働者人口の０．８％。平均年齢は４０歳以下で，当国において平均年齢が最も若い産

業の一つ。（８月１９日付 Luxembourg Times紙） 

● 当国観光局（Luxembourg for Tourism）によれば，当国の観光業は２０１３年より安

定した成長を見せており，当国のＧＤＰの６．５％を占め，およそ２万人の労働者が従事

している。本年上半期に国内のホテルで１泊以上した旅行客は前年同期よりも４％増加し，

キャンプサイトなどへの予約も１５％増加，ユースホステルの利用も１０％増加した。当

国への旅行客を魅了する観光地としては主に，ベタンブール市にある動物園（Parc 

Merveilleux），ヴィアンデン城，現代美術館（MUDAM），ボックの砲台，ルクセンブルク

市美術館等がある。MUDAM に関しては，前年同時期よりも４２％増の６万人の来館者と

なった。（８月８日付 Luxembourg Times 紙，Chronile.lu） 

● パートタイム労働者の割合が過去１５年で１１．６％から１９．４％に増加した。ま

た，働く女性の割合は安定した増加を見せている一方で，働く男性の割合は８１．２％か

ら７５．４％に減少した。なお，２０歳から２４歳の間の若者で働いている人の割合は５

３％から４２．１％に減少した。（８月１３日付 Luxembourg Times紙） 

● 欧州統計局によれば，本年上半期における当国の総輸出額は７３億ユーロとなり，前

年同時期よりも１％増となった。対ＥＵ内輸出額は６２億ユーロと４％増であったのに対

し，対ＥＵ外輸出額は１１億ユーロと１０％減となった。当国の貿易支出は２９億ユーロ

の赤字で，前年同時期の３２億ユーロの赤字から改善された。（８月１６日付 Luxembourg 

Times紙） 

● 欧州統計局によれば，当国居住者はＥＵの他の国よりも休暇旅行先で使う金額が高い。

２０１６年のデータによれば，当国居住者は一回の旅行で平均７６８ユーロ使う。これは



ＥＵの平均の３３６ユーロを上回る金額である。（８月２１日付 Luxembourg Times紙） 

 

２ 政府等関連 

● 経済省は，２０１４年から２０１８年の間に計４．４億ユーロの補助金を各企業に出

しており，その結果国内の民間投資は１５億ユーロとなった。シュナイダー副首相兼経済

相は２０１３年から２０１８年の間に宇宙開発イニシアチブ（SpaceResource.lu），ハイパ

フォーマンスコンピュータ，第三次産業革命等多くの発展があったことを述べ，さらに２

０１７年より，高質で持続可能でありつつ，当国経済に実質的付加価値をもたらすような

外国企業の誘致を進める政策が実行されたことを明らかにした。また，２０２２年までの

５年間で，中小企業を支援するための資金８９００万ユーロ，観光業を発展させるための

６０００万ユーロが政府予算に組み込まれていることを明らかにした。（８月１０日付

Chronicle.lu） 

● 当国政府は，欧州委員会が示したフランス系エネルギー会社 Engie 社に対し１．２億

ユーロの税金を徴収するべきとの決定に対して，当時の法律はＥＵ法に適合しているもの

だったとして，決定の取消訴訟を提起する。（８月３１日付 Luxembourg Times紙） 

 

３ 企業関連 

● カーゴルクス社は Gedios UK社と協同で，Gumball 3000レースのためにイタリアの

ボローニャから大阪へ２９台のレースカーを輸送した。また，カーゴルクス社は JIT-EX社

と協同してルクセンブルクからジャカルタ（インドネシア）へ，アジア大会に出場する予

定の非常に高価な競走馬を輸送した。（８月１０日，２１日付 Luxembourg Times紙） 

● Foetz 市にある製造センターにて，Ujet 社が１０月より，電気スクーターの製造を始

める予定。同社のモットーは「街へは車で，街ではスクーターで（by car to the city, by 

scooter in the city）」である。同社は２０１５年にロシア系ナノチューブ製造企業である

Oscial が設立し，２０１６年に同製造センターを築いた。（８月２８日付 Luxembourg 

Times紙） 

 

４ 大臣等動向 

● ２３，２４日 グラメーニャ財務相，ハンブルク（ドイツ）にてドイツ語圏財務相会

合に出席。（８月２２日付財務省コミュニケ） 

 

※当国政府の公開資料や各種報道などの公開情報をとりまとめたもの 


